美郷町合併処理浄化槽維持管理補助金交付要綱

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成１８年５月２日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　訓令第１３３号
（趣旨）

第１条　町は、公共水域の水質保全を図るため、合併処理浄化槽（以下「浄化槽」という。）を設置している者に対し、予算の範囲内で美郷町合併処理浄化槽維持管理補助金（以下「補助金」という。）を交付するものとし、その交付については、補助金等の交付に関する規則（平成１８年美郷町規則第４８号。以下「規則」という。）に定めるもののほか、この訓令に定めるところによる。

(定義)

第２条　この訓令において、「維持管理」とは、浄化槽法(昭和58年法律第43号。以下「法」という。)第10条第1項に規定する浄化槽の保守点検及び浄化槽の清掃並びに法第11条に規定する定期検査をいう。

(補助対象者)

第３条　補助対象者は、美郷町合併処理浄化槽設置整備事業補助金交付要綱（平成１８年美郷町訓令第８０号）に基づき浄化槽を設置し、又はこれと同等の浄化槽を有する者で、次のいずれかに該当するものとする。

(1)　主に自己の居住の用に供する建物に浄化槽を設置した者

(2)　公民館又は集会所（町が直接管理するものを除く。）に設置された浄化槽を管理する代表者

2年度途中において浄化槽を設置した者については、設置した日の翌月から補助対象者とする。

(補助金の額)

第４条　補助金の額は、維持管理に要する経費とし、その限度額は、法第11条に規定する定期検査に要する経費の３，８００円に、当該年度(４月1日から翌年３月３１日まで)内に法第10条第1項に規定する浄化槽の保守点検及び浄化槽の清掃に要した経費（年額１４，０００円を限度とする。）を加算した額とする。

(補助金の交付申請及び請求)

第５条　規則第３条に規定する補助金の交付申請(別記様式第1号)及び請求(別記様式第3号)により、第３条に掲げる補助対象者が行う。ただし、補助対象者が維持管理を実施した点検業者及び清掃業者（以下「点検業者等」という。）に補助金の交付申請及び請求の手続きを委任した場合は、点検業者等が行うことができる。

（交付の条件）

第６条　規則第５条の規定により町長が交付する補助金等の交付の条件は、浄化槽を善良な管理ができる点検業者等に維持管理を委託することにより、当該浄化槽が厚生労働省の規定する基準に適合している場合とする。

　（申請の取下げができる期間）

第７条　規則第８条第１項の規定により申請の取下げができる期間は、補助金の交付決定の通知を受領した日から起算して１０日を経過した日までとする。

 (その他必要事項)

第8条　この訓令に定めるもののほか必要な事項は、町長が別に定める。

附　則

この訓令は、公表の日から施行し、平成１８年４月１日から適用する。

